


要約:国内における発達障害児の療育指導の現状を調査するために、代表的な療育施設 7

ヵ所についてアンケート調査を行なった。その結果ほぼ全施設で集団指導が行なわれてい

た。集団療育はさまざまな訓練士が単独で行なっているもの、多職種が合同で行なってい

るものの二つの形態があった。どちらの形態にせよ作業療法士が集団療育のなかで比較的

重要な役割を果たしているのが明らかであった。対象疾患は自閉症だけでなく、脳性麻痺、

学習障害、精神遅滞まで多岐にわたっていた。指導内容については単に集団で行なってい

るものが多く、集団の意昧(グループダイナミックス)を理解していると思われるものは少

なかった。


